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大学生の職業観と職業不決断
―尾高（1941）による職業の定義に基づいた職業観の把握―
“Shokugyo-kan” as Defined by Odaka (1941) and 

















































































































































的に 18歳から 26歳までの回答者を分析対象とした。このような条件に合う回答は 1138名分であっ






所属・専攻 人数 男 女 1年 2年 3年 4年
文系  649 217 432 313 227  63 46
理系  240 185  55  49 164  10 17
看護   92   0  92  92   0   0  0
教育  157  61  96  58   0  95  4
合計 1138 463 675 512 391 168 67
職業観についての基礎分析と分類
　まず，職業観の 3側面の測定指標について検討する。それぞれの側面に対して 2項目を準備し，
合計 6項目を用いた。これら 6項目間の相関係数は Table 2に示す通りである。それぞれの側面を




















のグループが 1，2，3，7，高めが 4，5，6，8と考えられる。1，2，3，7のグループは，さらに 2




































.027 .057 .441 ** .428 ** ―
11． 私にとって職業は，社会に貢献
する手段として重要である。




2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均値 標準偏差 経済的 個人的
経済的  5  7  37  46 138 139 253 196 317 8.06 1.76 ―
個人的 13 24  99 117 216 195 214 124 136 6.97 1.93 .099 ** ―

















側面 平均 標準偏差 中央値 最小値 最大値 レンジ 全体平均との差
1
（218）
経済的 7.57 0.78 8 5 9 4 －0.49
個人的 5.14 1.14 5 2 7 5 －1.83
社会的 5.35 1.40 5 2 9 7 －1.22
2
（79）
経済的 9.00 0.96 9 7 10 3 0.94
個人的 8.13 1.09 8 6 10 4 1.17
社会的 4.10 1.03 4 2 6 4 －2.47
3
（82）
経済的 9.73 0.47 10 8 10 2 1.67
個人的 4.62 1.38 5 2 6 4 －2.35
社会的 3.55 0.93 4 2 5 3 －3.02
4
（221）
経済的 8.21 0.92 8 6 10 4 0.15
個人的 8.04 1.08 8 5 10 5 1.08
社会的 7.50 1.09 7 5 10 5 0.93
5
（114）
経済的 5.31 0.96 6 2 7 5 －2.75
個人的 6.32 1.63 6 3 10 7 －0.65
社会的 5.25 1.32 5 2 7 5 －1.32
6
（121）
経済的 5.55 1.22 6 2 7 5 －2.51
個人的 8.00 1.55 8 4 10 6 1.04
社会的 8.71 0.97 9 6 10 4 2.14
7
（174）
経済的 9.67 0.47 10 9 10 1 1.61
個人的 6.41 1.26 7 3 8 5 －0.56
社会的 6.68 1.04 6.5 5 10 5 0.11
8
（129）
経済的 9.57 0.67 10 8 10 2 1.51
個人的 9.36 0.70 9 8 10 2 2.40



































































クラスター　1 クラスター　2 クラスター　3 クラスター　4








文系 理系 看護 教育 男性 女性
クラスター 1 136 （21.0）  51 （21.3）  9 （9.8）  22 （14.0）  33 （15.2） 103 （23.8）
クラスター 2  48 （7.4）  23 （9.6）  4 （4.3）   4 （2.5）  19 （8.8）  29 （6.7）
クラスター 3  53 （8.2）  16 （6.7）  1 （1.1）  12 （7.6）  27 （12.4）  26 （6.0）
クラスター 4 123 （19.0）  43 （17.9） 19 （20.7）  36 （22.9）  36 （16.6）  87 （20.1）
クラスター 5  58 （8.9）  33 （13.8） 13 （14.1）  10 （6.4）  21 （9.7）  37 （8.6）
クラスター 6  59 （9.1）  15 （6.3） 18 （19.6）  29 （18.5）  14 （6.5）  45 （10.4）
クラスター 7  93 （14.3）  41 （17.1） 15 （16.3）  25 （15.9）  33 （15.2）  60 （13.9）
クラスター 8  79 （12.2）  18 （7.5） 13 （14.1）  19 （12.1）  34 （15.7）  45 （10.4）

























全体 文系 理系 看護 教育
 ωh ωt 平均 標準偏差  ωh ωt  ωh ωt  ωh ωt  ωh ωt
葛藤 .89 .87 .90 11.27 4.02 .88 .86 .90 .87 .80 .90 .90 .83 .93 .90 .84 .92
相談希求 .87 .78 .90 13.17 3.89 .86 .76 .90 .87 .81 .91 .85 .71 .90 .88 .82 .91
不決断 .94 .88 .95 11.90 4.77 .93 .83 .95 .92 .82 .95 .93 .89 .95 .93 .89 .95
モラトリアム .90 .84 .92 10.35 4.53 .90 .81 .92 .90 .87 .92 .90 .76 .94 .91 .85 .94
決定不安 .89 .85 .92 14.43 4.16 .87 .82 .91 .89 .85 .91 .82 .79 .84 .89 .86 .91
逃避 .82 .76 .89 8.42 3.17 .81 .74 .88 .85 .78 .90 .86 .76 .92 .78 .70 .84
障害不安 .73 .58 .82 13.48 3.41 .73 .55 .83 .75 .59 .82 .75 .66 .86 .72 .45 .83
Table 7　職業認知的職業観と職業不決断の相関
葛藤 相談希求 不決断 モラトリアム 決定不安 逃避 障害不安
経済的 .124 ** .138 ** .184 ** .132 ** .235 ** .048 .063 *
個人的 －.025 －.052 －.268 ** －.255 ** －.180 ** －.345 ** .069 *



















葛藤 11.44 11.51 11.90 11.44 11.14 9.81 11.62 11.17
（3.43） （4.47） （4.11） （3.99） （3.85） （4.10） （3.71） （4.82）
相談希求 13.56 12.65 12.85 13.38 12.48 12.15 13.77 13.47
（3.56） （4.08） （4.51） （3.74） （3.97） （3.98） （3.39） （4.37）
不決断 13.62 12.16 13.70 11.50 11.10 9.09 12.89 10.39
（4.37） （5.08） （4.68） （4.59） （4.36） （4.02） （4.62） （4.87）
モラトリアム 11.64 10.95 13.56 8.94 10.48 8.19 11.39 8.70
（4.32） （4.35） （4.72） （3.97） （4.22） （3.93） （4.61） （4.13）
決定不安 15.16 14.62 16.55 14.11 13.21 12.51 15.71 13.44
（3.59） （4.40） （3.58） （3.96） （3.92） （4.40） （3.86） （4.61）
逃避 9.72 8.35 10.00 7.93 8.66 6.98 8.66 6.95
（3.06） （3.49） （3.93） （2.69） （3.19） （2.53） （3.00） （2.72）
障害不安 13.00 12.85 12.80 13.73 13.35 13.16 14.42 13.81










































































きる。クラスター 6では，7つの不決断指標のうち 6つが，クラスター 8では 4つが全体の平均値
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